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研究主題について

1主 題設定の理由

(1)評 価を取り上げた理 由

新学習指導要領が完全実施 となる平成14年 度は,子 どもの学習の実現状況を適切 に評価す

るこ とが重要 となる。国立教育政策研 究所 は,評 価 規準,評 価方法等の参考資料を示 し,平 成13

年度の東京の教育21研 究開発委員会は,評 価の在 り方について の研究開発 を行 った。 その成

果を受け,平 成14年 度の研究員では 「評価」を取 り上げ,本 研 究主題を設定 した。

(2)「 問題解決能力」の育成に焦点を絞った理 由

「生 きるカ」の重要な要素であ る問題解決能力は,自 然 を対象 とした理科教育において特 に

重視 されてお り,育 成すべき問題解決能力が学習指導要領の各学 年の 目標の中に明確に位置付

けられている。 この問題解 決能力の育成 に焦点を絞 り,そ の実現状況を評価す る具体的な方法

を明 らかに し,指 導 に生か してい こ うと考 え,本 研 究主題 を設 定 した。

2研 究の目的

本研究の 目的は,学 習指導 要領 の各学年で示 されてい る身 に付 けるべき問題解決能力を具体

的な単元 レベルに当てはめて記述 し,図 式化 してその構造を明 らか にす ること,そ れに基づい

て評価規準を設定するこ とである。 また,評 価が次の指導への出発点 になるよ うに,評 価 した

姿 か ら期待す る姿への具体的な支援の手立ても検討 した。

3研 究の方法

本研究は,次 の よ うな方法で研究主題に迫 った。

(1)「 科学的な思考」にかかわ る表記や記述内容 に着 目しなが ら,学 習指導要領を忠実に読み

取って分析,整 理 した。

(2)「 科学的な思考」 を評価す るために作成 した評価 規準が妥 当か,判 断可能 か どうかを計8

回の検証授業 を通 して協議 した。また,評 価結果 をどの ように指導に生かす かを協議 したD

構想図は4ペ ー ジ参照。

4研 究を進める上で明らかになったこと

(1)問 題解決能 力と「科学的な思考 」

《学習指導要領,指 導要録か ら明 らかになったこと》

学習指導要領の理科 の 目標 を分析 ・整理す ると,次 ページの表 のよ うに,学 年 に応 じた育

てるべ き資質 ・能力が,構 造的に示 されていることが明 らかになった。育成すべき問題解決

能力は,次 の ように新学習指導要領 に学年 ごとに系統的に明確 に示 されている。第3学 年 「事

象の比較」,第4学 年 「事象の関係付 け」,第5学 年 「条件へ の着 目」,第6学 年 「多面的 な

追究」であ る。 この表の 「科学の方法」の部分に注 目す ると,指 導要録に記載する事項等の

「科学的な思考」 と対応 しているこ とが明 らかになった。

そ こで,本 研 究は問題解決能力の一部である 「科学的 な思考」の観点に焦点 を当てて分析

してい くことに し,学 年 に応 じた問題解決能力の育成 を目指す こととした。
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自然の事物・現象

科学の方法

【学習指導要領 の理科の「目標2」のポイントを整理したもの】

(理科における問題解決活動

:観察・実験)

科学の基本概念・知識

見旅 考肪

3年 光,電気及び磁石を働かせたときの現象を

4年 空気や水,物の状態の変化及び電気による現象を力,熱,電気の働きと

5年 物の溶け方,てこ及び物の動きの変化をそれらにかかわる

6年 水溶液,物の燃焼,電磁石の変化や働きをその

3年 比較しながら調べ,見いだした問題を 興味・関心をもって追究する活動を通して

4年 関 、付けながら調べ,見いだした問題を 興味・関心をもって追究する活動を通して

5年 条件に目を向けながら調べ}晃いだした問題を計画的に追究する活動を通して

6年 要因と関係付けながら調べ,見いだした問題を多醜 三追究する活動を通して

3年 光,電気及び磁石の性質についての

4年 物の性質や働きについての

5年 物の変化の規則性についての

6年 物の性質や働きにっいての

見方や考え方を養う,〕

(2)評 価と指導

子 どもの 自然認識,学 習状況を的確に とらえ,一 人一人 のカ を十分発揮できる方向へ導 く

ことが教師 の使命である。 子 どもを見 る目を磨き,具 体的 な子 どもの学習の姿を想定 して客

観性 の高い評 価規準を示す ことによ り,そ れに続 く次の指 導へ の明確 な示唆が得 られ るよ う

に した。 具体的には次の3っ の視点を取 り入れて,研 究 を進 めてい くことと した。

①評価場面の工夫 … 各学年 のそれぞれの単元 において,「 科学的な思考」が表れや すい

場面 を選んで評価 を行 う。

②明確な評価規準の設定 … 誰が評価 しても同 じ結果が得 られ るよ うに,子 どもの行動 を

思考のプ ロセ スに応 じて レベル化 した り,数 値化す るための規 準を明確 に した りす るな ど

の工夫を した。

③評価方法の工夫 … ワー クシー トの構成や記入欄 を工夫 して,そ の記述か ら子 どもの科

学的な思考の過程 を推測 できるよ うに した。
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研究の構想

新 学習 指 導 要領 実 施

・基礎的 ・基本的な内容の確実な定着

・自ら学び 自ら考える力などの 「生きるカ」

の育成

学習指導要領 に示す 目標に照 らして児

童生徒の学習の実現状況を適切に評価

(目標に準拠 した評価)

これ からの理科

問題解決能力の育成の重視

評 価 の 在 り方 につ い ての 研 究 ・開発

・平成14年2月

国立教育政策研究所教育課程研究センター 『評

価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参

考資料』

・平成13年 度 「東京の教育21」 研究開発委員会

『新教育課程における評価の在 り方』

・平成14年9月

教育庁指導部 『これか らの評価の考え方とその

方法』

研究主題 問題解決能力を育てるための評価 と指導

第3学 年 第4学 年 第5学 年 第6学 年

比較す る力を育て る

ための評価 と指導

変化 と要因を関係付

ける力 を育てるため

の評価 と指導

条件に着 目し、計画的

に追究す る力 を育て

るための評価 と指導

多面的に追究す る力

を育てるための評価

と指導

曾

学 習 指 導 要領 と

指 導 要 録 の分 析

・各学年で育成すべ き問

題解決能力の分析

・「科学的な思考」にか

かわる部分の分析

問題 解 決 能 力 を 、

「科学的な思考」とい

う観点 に焦点 を当て

て分析 し、研究を進め

ていく。

研 究の 方 法 ・内 容

「科学 的 な思 考 」 の 評価

月例会での検証授業を通して(各 学年2回 、計8回)実 施。

・子 どもを見る目、評価する目を磨 く。

・一人一人の子どもをしっか りとらえて指導 し、方向性を導 く。

→評価から指導ヘフィー ドバ ックし、授業改善を図る。

(発展的な学習 と補充的な学習)

舞価縮騰
-

醜 嬉 価窺率礎聾 瓢 方法の味 ・
〉;:°:
::_...科学 的 な 鶴 の 設 定' 吻 読ラシーrの 構

ビ: 魯 一

1……,絶鷺 鱒 点
1L

一

唄体的鰯轡
.凝

、9=×気'

成耀 述欄の工夫
t

⇒譲鋤 も 子 ξ1:も'
隻.≧ 、

ざ 評価にぶざわし
・患考のプロゼズ

、

の の蒋学的擁 拷 の

塾蜘蝶 レ釧 緊驚難 ・…
,騰 灘 測.
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第3学 年分科会主題

分 科 主

比較する力を育てるための評価と指導

1第3学 年で育てる問題解決能力

(1)「 比較す る力」 とは

第3学 年 の問題解決能力である 「比較するカ」を育 てるには、 どのよ うな 「比較」が あるか

明確す ることが大切で ある。 そこで下記の よ うな 「比較」の分析 を行 った。例えば、植物の単

元でのホ ウセ ンカの成長 では、「芽生えか ら結実まで観 察す る」 とい う時間の変化 に着 目した

比較 の とらえ方 と、ホ ウセ ンカ とヒャクニチ ソウの成長 を比較 しなが ら観 察 してい くとい う2

種類 の違いで比較を とらえるな ど、多 くの 「比較」の場面が見えて くる。

噸衡
/!百 ＼

/状 態の違いに着
・東 西

・場 所

＼
・温度

・明るさ

・)

搬 …◇

.猷 く黛,

蹴
ソ

.
''4

》

!へ
㌦

幽寄
、、

比較する

a

1つ の 中で比 べる

・今 と前

・つ く り ・形

・育 ち(変 化)

・数 ・動 き

③

複 数 と比 べ る

・仲 間 作 り

・一 般 化

・総 称 名 称

・ま とめ

蒲
響

壷

繋

②

2つ を比 べ る

・あ る な い

・同 じ 遅 つ

・数 ・形 ・色

・大 き さ ・状 態

①～③は比較す る対象物の数 によ り分類 した。A～Cは,比 較の着眼点の違 いである。

①1つ の物の 「変化 してい く様子」や 「部位 による差異点や共通点」 をとらえる。

②2つ の物 または2つ の種類の物の差違点や共通点を とらえる。

③ 複数の物 を比較す ることによ り、一般化 した りま とめた りしてい く。

A1つ の物の中で相反す るが切 り離せ ない性質 をとらえる。

B連 続 した変化について比較 し差違点や共通点 をとらえる。

C時 間な どで連続 して変化 してい く様子 をとらえ る。
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(2)「比較」す る力と問題解決の流れについて

下の図で示すよ うに 「比較」す る場面は、問題解決活動の過程全般に存在する。つま り児童が とら

えた問題を明 らかにしてい く活動に 「比較す るカ」は必要な力であ り、問題解決能力の基本 となって

い る。

「比較」 を意識 して観 察 、実験す るこ とに よ り

の見 方が育つ と考 え る。

差異点や共通点 がよ り明 らかにな り科学的なもの

自 然 事 象

問題を見い出し

予想を立てる

自然のもつ不思議さ、面白さに改めて触れ、自然に対する見

方 考え方をく差異点や共通点 》という視点で比較すること

で生Lた 疑問を問題として取り上げる。

購 讐 雛
、

盤灘
i

予想を振 り返 り

結果を考察する

差異点や共通点をとらえて、問題を明6か にしていく。

く単元:磁 石での例》

磁石に付く、付かない。

異極は引き合い、同極は反発する。

鉄を磁石に付けると磁石になる。

鎌

繍 、

`F,ド

差異点や共通点をとらえた科学的な見方を身に付けていく。

灘 鑛

羅灘

1羅
n

雛 灘鑛
♂・ 叢 晒

灘 撚
翁

「比
軟
す
る
力
」
を
高
の
る
場
面

灘羅
蝉鎌 鵠 携罫

吃

晶

科学的な思考 「比較する力」が高まる

　

纒.

新 たに生じた疑問は、次の課題へ

問
題
解
決
活
動
の
過
程
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2「 比較す る力」を育て るための評価 と指導

《「比較するカ」 を育 てるポイン ト》

科学的な思考 「比軟する力」

第3学 年での 「科学的 な思考」とは単純 に 「明るい、暗い」「つ く、つかない」

とい うように 「同 じ ・違 う」 に気づ くとい うことではない。 「比較す る力」 を使

った結果得 られ る 「考 える力」、または、「考えをま とめる力」 である。何 を比べ

何を学ぶのか。比較す る対象物 を明確 に して、問題解決をす ることが大切である。

け

更

容

を

つ

、
内

姿

に

し

習

の

身

と

学

童

に

B

な

児

実

を

的

だ

確

姿

展

ん

り

準

を

の

発

込

た

規

本

童

く

み

し

価

基

児

深
踏

と

辞

た

に

に

A

評価 育怯の工 夫

授 業時 間 内に 、多 くの児童 を見

取 る こ とは難 しい。 そ こで ワー ク

シー トを、児 童 の活 動や 思考 の流

れ が記録 で き るよ うに工夫 し、評

価 に生かせ る よ うに した。

評 価場 面

単 元 の 中 で 「比 較 す る力 」 を 育 て る の

に最 適 な活動 場 面 を設 定 し、 指 導 ・評 価

計画 を たて た。 問題 を考 え る時 や観 察 し

て い る時 、 実験 の結 果 を考 えて い る時 を

重点 化 して評価 した。

支授の場面

評価 を指導 に生かすためには、 タイ ミ

ング良い支援 が効果 的である。指 導 ・評

価計 画を もとに、 ワー クシー トを活用 し

て評価 をその場で生かせ る よ うに した。

指 導方按 の工 表 〔「7・-」7シート〕

①黒板信∂県んなの!一 ト
黒板を全員のワークシー トと位置付 けた。

色別掲示シー トや児童の考えを掲示できる

児童の名前入 りシー トを準備 した。

②一目Z分 かる色別シート
考えを整理するために色シールや色 カー

ドを作成 した。

③書きやすい『7-7i一 ト
文字を書 くことが苦手な児童 にも抵抗な く

記入できるよ うに、絵や図 を自由に記入でき
る欄 を多 く取 り入れた。

④ウリアシート型17一 ケシート
課題 が終了す る と次の課題 シー トに進める

よ うなク リア型課題進行シー トを作成 した。
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3実 践事例 「じしゃ くで しらべよ う」

(1)磁 石の学習における育てたい 「科学的思考」

○磁石に引き付け られ る物 と引 き付け られ ない物 とを比較 して、それ らの違いを考 える こと

が できる。

○磁石同士や磁石 に引 き付 け られ る物 との問を空けても、引 き付 け られ るカが働いている と

考えることができる。

O異 極同士は引き合い同極 は反発す る力が働いている と考 えることができる。

(2)単 元における 「科学的な思考」の評価の場面 と評価規準

C石 で調べよう1
i

磁石 に付 く物 、付 かない物 が 問を空 けて も付 くだろ うか 2つ の磁石 の付 き方 を調 べ

あるか よ う

比較 付 くか 付かないか を 比較 間がない ときと、あ 比 較 異極 ・同極 につい

比 較 す る。 る ときを比 較 す る。 て比較す る。

評価 について 評価について 評価 につ いて

付 くか付 かない かを見つ ける 間を空 けて も磁石のカが働 く 引 き合 う ・反発す る力両方

だ け で は な く、 付 く仲 間 ・付 ことを、例を挙げて考 えるこ があ る と考え るこ とがで き

か ない仲間が ある と考 えるこ とが で き る。 る 。

とが で き る。 例○間 例○異極 ・同極

例 ○付 くもの ・紙 を入れて も付 く ・同 じ印同士は逃げ る

・ピカ ピカ した物 が 付 く ・ノー トを入 れ て も付 く ・違 う印 同 士 は くっ 付 く

・ク リップが 付 く ・下敷きを入れ ても付 く ・同 じ色同士は逃げ る

・釘 が付 く ○距離 ・違 う色 同 士 は くっ 付 き

・は さみ の刃 が付 く ・磁 石 の 強 さに よ って 引 合 う

・机や椅子の脚 が付 く きっける力が違 う O極 性

○付かない物 ・強 い磁 石 ほ どた くさん ・磁石 には よく付 く場 所

・木 は付 かな い
引きつ ける とあま り付かな い場所

・紙 は付かない ・間 をた くさん 空 けて も が ある

・服 は付かない 付 くのは強い磁石だ。 ・磁石 の形は違っ て も引

・は さみ の もつ と ころ は 付 ・間が空 きす ぎると付か き合 うところ と逃 げ る

かない ない ところが ある

評価規準 評価規準 評価規準

B付 く物付かない物 を見つけ B間 を空 けて も磁石の力が B引 き合 う力 ・反 発 し合 う

区別 して考えることができ 働 くことを、例 を挙 げて カを1組 の例を挙げて考

る 。 考 え る こ とがで きる。 えるこ とがで きる。

A外 見で区別 しにくい物 も、 ABに 加 えて、磁力 の強弱 ABに 加えて極性 にかかわ

付 くか付かないか区別でき を 見つ け るこ とが で き る。 ることを1つ 以上見っけ

す る こ とが で きる。 る こ とが で きる。
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(3)本 時 の活動(目 標 … 磁 石 に付 く物 ・付 かない物 を区別す る こ とがで きる。)

〈展 開〉

主な学習活動 評価の観点と規準

じしやくに付く物、付かない物を調べよう

次の物を付く物、付かない物 に分けよう

アル ミ缶 ・スチール缶

輪ゴ ム ・鉄棒

プラ スチ ツクコツプ

ガラ スコ ツプ ・紙コ ツプ

アルミホイル ・はさみ

ビニルコーテイングの針金ハンガー

くぎ ・ゼムクリ ップ

1予 想をワークシー トに記入

Q評価方法は、行動や発言を観察しながら座席表にチ

エツクしていく方法とワークシー トか6読 み取る方

法と両方である。

圃 ・付・もの、付かな いものを見 つけ区男り

して考 え る こ とが で き る 。

例・金属でも付く物と付かない物がある

・缶でも付く物と付かない物がある

・机やノー トは付かない

團 ・早・終わ・た躯

→このほかにも 身の 回りの物 を分 け

るように助言する。

留意点・備考

付く物

磯

スチール缶

バンカー

付かな い物

輪ゴム

齢

アルミ缶

2調 べた結 果を魯 く。

(絵 や図で書き表わ してもよ い。)

3わ か つた こと、考え たことを書く。

4結 果について全体 でまとめる。

O調 べ る物 に ついて は内 容や

数 をよく吟味 しておくO

Oワ ークシー トを用意 する。

① 予想 し、書き入れる。

② 違 っ てい た ら二 重線 で 消

し、新たに正 しい方 に書き

入れる。(思 考が分かる。)

③ 結 果か ら分 か った こ とや

考えたことを書く。

c内 容 によ つて評 価 規準 をは

つき りさせておく。

oワ ー クシ ー トの記 入 に あ た

つては 絵 や 図で 書 き表 わ し

て もよい と伝えてお く。

匝 画 見で区別しに・・物も付・か、付かないか判断できる.

例・電気を通さない物でも付く。

・ビニールやプラスチツクコーテイングされていても中に付く物があるので付く。

・本時に調べた物以外にも身の回ｺ)の 物を付く
、付かないの分類に加えることができた。

,B評 価に加えこのようなことがいずれかひとつでも魯けていればAと する
。

國 ・正 しく分 け・れていな・・

→もう一度 、調べるよ うに助言 する。

oわ か つた ことが書けていない。

→付く物 の同じような ところつて何 だろう。

付 く物、付かな い物の趣 うところつて どんな ところだろ う。

付かない物の中で似て いる物があるね。

4成 果 と課題

○成果 ・「比較」を分析することで、「比較」の対象 と内容が分か り、「比較」 した結果身に付け

させたい 「科学的な思考」やね らいをはっき りさせ ることができた。それ を基に評価

規準をより明確にすることができ、具体的 な指導(支 援)を 工夫するのに役立った。

・指導の工夫の一つと して考えた色別 シー トや ワー クシー トは、児童の学習活動に役立

つ と同時に、児童の学習状況 を的確に把握できるので、支援 に有効であった。

○課題 ・発展 した内容に踏み込んだ児童の姿をAと し、Bと の違いを考えたが、数値化 など評

価規準をより客観化す る方向を考えなが ら、Aの 指導を今後研究 していきたい。
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第4学 年分科会

分科 会 主 題

変化 と要因を関係 付 ける力 を育てるための評価 と指導

1第4学 年で学習する 「変化」 とその 「要因」

第4学 年で身に付けたい問題解決能力は 「自然の事物 ・現象の変 化 と関係す る要因を抽出す る

力」である。

《第4学 年で学習する 「変化」 とその 「要因」の関係図(矢 印は 「関係付 ける力」)》

⇔
関係付ける力

豆電球の明るさや

モ・一ターの回転

動槻)活 鈎・
の戯長と到 ヒ

変化

水と空気
噸

圧苞肛朗 時の
押し返す力

蘭 係付 ける力とは1

自然の事物 ・現象を観察 し 「なぜだろ う?」rど うしてだろ う?」 とい う疑問をもち、 自分な

りの予想をもって観察、実験に臨む力。観察、実験の結果を 「なぜ?」 「ど うして?」 に結び付

けて要因を見つけ出そ うとする力である。つま り変化の前 と変化 した後の姿を比べ、 「変化 させ

た もの(要 因)は 何か?」 を見つけ出す力である。

具体的には、A区 分では動物の活動や植物 の成長 と環境 とのかかわ り、B区 分では空気や水、

物 の状態変化及び電気による諸現象 と力、熱 、電気 の働 き、C区 分では月や星の位置の変化、空

気 中の水の変化と時間、水の性質のかかわ りにっいて見つ け出すカである。
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2科 学的な思考を評価する場面と方法

変化 と要因を関係付ける思考の評価場面は、問題解決活動の予想 と考察をする場面 とした。 ま

た、一人一人の思考を的確に見取 るための手だての一つ として、 ワー クシー トを活用 した。 ワー

クシー トは、一人一人の思考の流れを把握できるよ うに工夫 した。

【評価方法】

① 学習の流れに沿った ワークシー トを用意 し、児童の考 えを知 る。

② ワークシー トに一人用カー ド(色 画用紙 を学習カー ドにあわせて切 ったもの)を 使用す る。
一人用カー ドとは自分 の力で じっ くり考 えたことを表すカー ドであ り、後でワークシー トに

貼 り付 けるものである。 このカー ドで一人一人の児童の思考 を的確 に把握す ることができる。

【考察場面を評価す るワー クシー ト例】
「ものの温度 とかさ」(3、4時 間 目)

自分の考 えた実験後に、結果を自分の予想や友達の実験結果 と比較す ることによ り、空気のか

さが増えること(変化)と 温度が上がったこと(要 因)を 関係付 けて考 える場面。

ものの温度 とかさ②

実験の方法(道 具 ・や り方)

4年 組 名前

比較 し関係付ける

オ レンジカー ド(一 人用 カー ド)や

グ リー ンカー ド(つ け 二しカー ド)

ね 。

評価場面

(一人用カー ド)

ワー クシー トとは別 に用意 し、

このカー ドに書 く時は、まず 自分

の力で しっか り考えるとい うパ タ
ーンを授業の中で作 り出 した

。

貼
り
付
け
る

て

一人用 泊繍i;・ド;

鞭
畿

魏 灘:ll矛想嘩 蝶騨比べて
5h灘 …i獣1

・:'黙i;i、

評価場面

(学び合いの結果 を書 くカー ド)
一人用カー ドに慣れてか ら

、付 け

足 しをしたい時に使用 した。

つ けた しカー ド

友達の意見や、話 し合いから

わかったことやつけた したい
こと

蟻

貼
り
付
け
る

一 ユ1一



3実 践事例 「水のすがた」

(1)予 想する場面で科学的な思考 を見取る事例

予想場面の思考

・生活経験

・既習事項

・観察 した事実

・友達の意見

おおむね満足

(B)

騰搬螺睡 騰
要因を考える 表現する

　 　

難 灘 饗灘

懲

欝灘灘 鑛 灘

灘
灘
灘

,

魑
1生活経験や既習事項を思い出す。

2観 察 した場面を思い起 こす。

3出 された候補の中から選択する。

4予 想の根拠を聞いて選ぶ。

理由や根拠の

文章化 ・図式化

十分満 足
!A1

麟
1,文章化 ・図式化の両方で理由を説明でき

る。

2.根拠を友達に説明し、客観性を考える。

3.別の視点からの見方があるか考える。

【発展的支援によ り(B→A)に なった例 一人用 カー ドと発言 によ り評価】

変化 「水の状態」 要 因 「温度」
「フラスコの 中には何 も見えないのに、フラスコの内側に水滴がついた りロの上か ら湯気が出

た りしているのはなぜだろう。見えない ところはどうなっているのかな?」

(10時 間扱い4時 間 目)

評価規準B:既 習事項(な べの湯を沸かす ・水の温魔 を計る ・フラスコの水 を沸騰 させる)

生活体験、観察 した事実な どか ら要因 となる候補を挙げ、フラス コの中に水滴

が付いた り口の上から湯気が出た りとい う 「変化」はなぜ起 こったのか関係付

けなが ら予想 してい る。

A:予 想す る根拠 を要因 と関係付 けなが ら文章化 ・図式化 して表現 している。

謙
.奪

職

外

。

簾
盤

根拠となる要
因を関係付け

る支援
Sri¥

一人用カー ドの内容

フラス コの中 と外の温度

差(要 因)に 着 目して湯気

や 水滴のできたわ けを予想

してい る。見えないけれ ど

水 が あるとい うことは絵で

表現 している。

発展的支援の内容

ワークシー トに 「っめたい」「あたたかい」とい う記述 につい

て、「冷えるとなぜ湯気になる と書 いたのか。」と理由を尋ねた。

す ると、寒い時に息を吐 くと白くなることや家の窓ガ ラスが曇

ることを思いつき発言 した。(予 想の根拠 を表現 ・A)続 いてワ
ークシー トに上のように付け加 えた

。空気中の水蒸気や雲につ

いて知 っていることと合わせ、関係付 けて書き加えた。
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(2)考 察する場面で科学的な思考 を見取る事例

考察場面の思考 おおむね満足

(B)

予想 ・友達の結果

比較

自分の結果

購縷 灘懇轍 ,,、鰍i繹

比較 しなが ら 要因を抽出

比較 影 鰐

既習事項

　

藤
要因となるものを

明 らかにした状態

で学習の過程を

振 り返るn

噛ll購1灘:

1

2

目的 ・結果を

再確認。

比較 す る もの

の差 異 点や共

通点を確認。

十分満足
薪たな発見や問い(A)

藤
要因となるものを1
抽出できない場合

可能な場合は、

別 の 実 験 をす

る。

轟
1.新 たな問いに対 しての予想をする。

(考 えを確 かめる学 習の流れ を検

討。)

2.検 証する観察、実験ができない場合、

ワークシー トの中での指導者の助言

を通 してさらに深まるようにする。

【補 充的支援 によ り(支 援→B)に なった例 一人用カー ドとワーク シー トによ り評価 】

変化 「水の状態」 要因 「温度」
「水を熱す ると出てくるあわは 水蒸気 と空気のどち らだろう。」(10時 間扱い6時 間 目)

(ろ うととビニル袋で集めた水蒸気を、空気を入れた ビニル袋 と比べて観察 した後の考察)

評価規準B:比 較(水 蒸気の入った袋 ・空気の入 った袋)す る中から、水の状態変化 と要

因(温 度)の 関係付 けを し、集めた泡は冷 えると水になることから水蒸気である

ことを考察できる。

A:観 察、実験 を しなが ら感 じた り考えた りした ことか ら新たな発見や問い を見

いだす。既習事項や生活体験 と結び付 け、新 たな発見や問いを見いだす。

要因をとらえる支援
・声かけ

・友達の鑓魯
ロスでの め

一人用カー ドの内容

袋 が しぼんだ とい う事実だけを記 し

ている。空気 と比較 して袋 の中を観察

す ることで、「温度」とい う要因と水の

状態変化 を関係付 けて とらえることが

で きるようにする支援が必要である。

謎 簗

騰
補充的支援の内容

まず実験の 目的を再確認 した。次に2つ の袋 をも

う一度比較 して 「水滴」に注 目するよ うに助言 した。

他の班の結果をクラス全体で発表 し合い、上の図を
一っ一っ確認 しなが らカー ドに書いた

。水蒸気であ

るべきところが 「水」 となっているが、授業の中で

は見えない部分を表 しているので 「おおむね満足」

とした。 しか し、一人用カー ドの書 き方か ら、引き

続 き補充的支援が必要であると思われ る。
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4そ の 他 の 実践 事 例

「電 気 の はた らき」(12時 間 扱 い4時 間 目)

(つなぎ方のちがいによりモーターの回転の違いを予想 して実験 し、考察する場面。支援からBに なった例)

1直列つなぎと並列つなぎのモーターの回り方はちがうのかな?1

予想の場面(支援)[r=)〉 離 の場面(B)1

評価規準

B:生活体験や既習事項か ら予想することが

できる。

A:予想の根拠を明らかにして文章化できる。

◎支援:予 想することが出来ない児童には、

っなぎ方の再確認をして前時の既習事項

を思い出すように助言する。

評価規準

B=実験の結果から直列の方が強いことが分かる。

A=電 気の強さや流れ(要 因)に着目して考えられる。

◎支援:結 果は分かったが、そこから理由を考えら

れない児童には、数値化 した結果とつなぎ方を振

り返 らせながら考えるように助言する。

実験の工夫 と結果を数値化す る支援に

より結果がはっきりした。

齢
り　

」並訊1つなキ"

④曳殴し驚 しかや よう・

臨 なげ
ねニリロほcmや ことばエ

もΦ参ひいか伽 曳た

説鷲 野 梅'
1午%∂ しrし

へし●挿
盤轟つ#g

ロゑリコ　ね くロや ニとばり

勲 壇多瀦 弘,
傷虎

@一
撒 騙ち蘇 参ちガうてrケ

むさ　のmmか らわカうにニとヤぽえたニと ロ

豊雛 講 蚕雌 な鉄

鷺棚蓉 癬鰺剛農…諺製
な

並列カミ、:・なぜ

風 が一来 ない

め 渉 とい う

要 因'に 臼を

向けでいる。

5成 果と課題

○成果

・ 評価規準を明確にすることで指導 目標がより明らかで具体的になった。

・ 学習の結果一人一人の児 童がどう行動しどう考えるか、それをどう支援したらいいか見通し、追究

することができた。

・ 科学的な思考の評価場面を予想する場面と考察する場面におくことで、変化と要因を関係付ける

力を育てるための支援の方法を提示することができた。

・ ワークシートと一人用カードの活用により、児童一人一人の学習状況を把握することができ、科学

的な思考を深める支援につなげることができた。

○課題

・ それぞれの単元における科学的な思考の見取 り方 をさらに分析 し、明確にす る。

・ 自己評価 をワー クシー トに どの ように取 り入れてい くかを検討する。
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第5学 年分科会

分 科 会 主 題

条件に着 目 し、計画 的に追究する力を育て るための評価 と指導

1主 題 に迫 るための手 だて

(1)思 考のプロセス

思考の プロセス

0

.

自然事象か ら、気

付 きや 疑問 をも

つ 。

1

■

条件に着 目する。

2

■

条件から問題を見

いだ し、理由を挙

げて予想 を考 え

る 。

3

■

条件を制御する。

4

1

, 実験方法 を考え、

; 見通 しをもって実

i 験計画を立 てる。

iI
:,

5 実験結果 を、条件

と関係付けて考察

す る。

1 〔評価規準B}

6 新たな問題を見い

だ し、条件 を制御

した実験計画を立

て る 。(そ の 結 果

について条件 と関

係付 けて 考察す

る。H評価規準A)

計
画
的
に
追
究
す
る
姿

条
件
と
関
係
付
け
て
考
察
す
る
姿

学習指導要領で第5学 年に位 置付 けられている問題解 決能

力は 、「条件 に着 目 し、計画的 に追究す るカ 」であ る。 この

カは、ただ漠然 と観察 、実験 を行 ってい るだけでは育 ちに く

い。児童が問題解決 に向か う姿を教師が的確に把握 し、個 に

応 じた支援 を してい くことが必 要である。そのた めには、児

童 の問題解 決能力 を客観的 に見取 るための手だてが重要 とな

る。

そこで、児童の 「条件 に着 目 し、計画的 に追究す る」姿 を

分析 し、このカを児童が身 に付 けてい く過程 を明 らか に した。

その結果 、評価規準の科学的 な思考が表れ る場面 が よ り具体

化 され 、児童が問題解 決 して い く思考の過程 が明 らか となっ

た。 これ をプ ロセス0か ら6と し、プ ロセス5を 評価 規準 の

「おおむね満足で き る状況 」、プ ロセ ス6を 「十 分満 足で き

る状況」とした。 これ を問題解 決に向か う『思考 のプ ロセス』

と し、条件 に着 目し、計画的 に追究す る児童の姿 を見取 るた

めの手だて とした。 この 『思 考のプ ロセス』 を活用す る こと

で、単元の終 わ りに評価す るのではな く、観察 、実験 を計画

す る場面や結果 を考察す る場 面で、今児童 は どのプ ロセ スに

あ るのか を短時 間で評価 し、次の活動 にっ ながる適切 な支援

をす るこ とができると考 えた。

また、 この思考のプ ロセ スは、問題解決能 力を育 て るため

の一連の学習活動 の流れ で もあ り、 このプ ロセス を追 った指

導 を単元 ごとに繰 り返す ことで、第5学 年 の問題解 決能力で

ある 「条件 に着 目し、計画的に追究す る力 」を育て ることが

で きると考 えた。

(2)学 習カー ドの工夫

『思考のプロセス』に沿 って具体的な児童 の姿を見取っ

て い く方法 として、『思考の プ ロセス』に対応 した学習 カー ドを考 えた。 プ ロセ ス ごとに児童

の思考 が見える学習カー ドを作 り、プロセス と学習カー ドの番 号を対応 させ、児童が今 どのプ

ロセ スまで実現で きてい るか、学習 カー ドの記述 内容 を見 ることによって短時間で的確に把握

す る ことができるよ うに した。 また、学習カー ドを1枚 の用紙にま とめるこ とに よ り、学習の

流れ を児童が振 り返 るこ とができるよ うに し、結果 を条件 と関係付 けて考察でき るよ うに した。
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2研 究の構想

既 習 事 項 ・ 経 験

評価 ・指導 ・学習活動のながれ・学習カー ドの一体 化

評価 と指導の一体化 思考 の プロセスに対応 した

思考の プロセス 教師の指導等 学 習活動 ・学 習カー ド

身

に

付

け

さ

せ

た

い

科

学

的

な

思

考

発

展

問題解決を進める児童の

姿

自然事象か ら、気付 きや

疑 問をもつ。

園
条件に着 目す る。

一
条件か ら問題 を見いだ し

理 由を挙げて予想 を考 え

る。

園
条 件 を制御す る。

園
実験方法 を考え、見通 し

をもって実験計画 を立て

る。 園

実験結果 を、条件 と関係

付 けて考察する。

躍
新 たな問題を見いだ し、

条件 を制御 した実験計画

を立 て る。(そ の結果 に

ついて条件 と関係付けて

考察する.)薩

〈ト{〉指導等と評価

→レ 指導等

態

査

実

調

指導

支援

児童の考

えを生か

す助言

意図的な

グループ

編成

評価

霧
鍵
婁
ー

観 察 ・実験の技能 ・表現 を育て る指導 糞

児童の学習

活動のながれ

気付き・疑 問

条件に着目

問題をもつ

条件を制御

計画的に追究

問題解決

発展的な追究

学習カード

厘童が記入する項 目1

自然事象 にっいて気が付い

たことや疑問に思った こと

はなんだろう。

自然事象の変化

自然事象が変化するのは何

が原因だろ うか。

→これを 「条件」 とい う。

囲
問 題 を つ く っ て み よ う。 予

想 とそ の理 由 も 考 え よ う。

固璽 匡鋼序惹τ雇 圃

実験をす るときに、変えて

み る条件 と変えない条件を

確認 しよう。

'える条丁 陵 えない条帽

実験計画を立てよう。

團 睡到睡画
実験の結果からわかったこ

とをま とめよう。

陵化 をもたらす条件1

新たな課題について問題を

つ くり、実験計画 を立てよ

う。

＼

条 件 に 着 目 し 、 計 画 的 に 追 究 す る 力

/
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3実 践 事 例 「ふ りこの動 き とお も りの は た らき」

(1)実 態 調査(学 習前 に5年 児童56人 を対象 に ア ンケ ー トを とっ た。 複数 回 答)

① ふ りこの1往 復 す る速 さを速 くす る には ど う した らよい です か。

口糸 の長 さを変 え る(22人/39%)条 件 と して 、 お も りの 重 さ、糸 の長 さ 、振

[]お も りの重 さを変 え る(19人/34%)れ 幅 の3つ が 出 され 、意 見 は3分 して い る。

口振れ 幅 を変 え る(14人/25%)日 常 生活 か らの想 起 が難 しい と思 われ る。

② 斜 面 を転 が る球 の ス ピー ドを速 くす る には ど う した らよ いで す か。

◇斜 面 の傾 き を変 え る(48人/86%)着 目す る 条件 と して斜 面 の傾 き を 考 え た 児

◇球 の 重 さを変 え る(14人/23%)童 が約9割 い る。 目常 生活 の経 験 か らそ の

◇転 が る長 さを変 え る(2人/4%)よ うに考 え る児 童 が 多 い と思 われ る。

2≡ …・・,とC曇 面
自然事象にっいての知識 ・観察 ・実験の技能 ・表現科学的な思考自然事象への関心 ・意欲 ・
理解態度,,,.

ア 糸に つ る したお も りが1

単
元
の
評
価
規
準

ア ふ りこか衝 突 の物 の動 き

の変 化 に興味 ・関心 を も

ち、 自 らそれ らの物 の運

動 の規 則性 を調べ よ う と

す る0

イ 物 の動 きの規則 性 を適 用

して ものづ く りを した り、

そ の規 則性 を利 用 した物

の工 夫 を見直 した り しよ

うとす る。

ウ物 の 動 きにつ いて 、ふ り

こか衝 突 を自 ら選択 しよ

うとす る

ふ りこか衝突の物 の動 きの

変化 とその要因 について、

条件 に着 目 して 実験の計画

を考 えた り結果 を考察 した

りす る ことが できる.

ア ふ りこか衝 突 の規 則性 を

調べ る工夫 を し、それ ぞ

れ の実験 装 置 を操 作 し安

全 で計 画的 に 実験 や もの

づ く りをす る こ とが で き

る。

イふ り こか衝 突 の 規則性 を

調 べ 、定 量的 に 記録 した

り、表や グラフ な どに表

した りす る ことがで きる。

往復 す る時 間 は 、お も り

の重 さな どに よ って は変

わ らな いが 、 糸 の長 さに

よって変 わ る こ とを理 解

してい る。

イお も りが他 の物 を動 かす

働 きは 、お も りの重 さや

動 く速 さに よっ て変 わ る

ことを理解 して いる。

指導計画(10時 間扱い) 時間

共

通

課

題

別

課

題

別

共通

お も りを使 った もの を見 なが ら、物 の動 く様 子 を調 べ る

①ふりこを使ったもの ②衝突に関するもの

物 の運動 か ら気 がっ い た こ とや 疑 問 に思 っ た こ とを話 し

合 い、ふ りこか衝 突 を選 択 し問 題 をつ くる

①ふりこの1往 復する時間を変える条件を調べる

②当てられたおもりの動く距離を変える条件を調べる

実験 計画 を立 て る

着目した条件を制御した実験計画

実験 を行 い 、着 目 した 条件 を調 べ る

同じ間題の児童でグループをつくる

実験 結 果 と条 件 を 関係 付 け て話 し合 い 、ま とめ る

着目した条件はどうだったか

友達の実験結果も聞き、条件をまとめる

新 た な問 題 をつ く り、実 験 計画 を立 て る

別の条件や、もう一方の課題にっいての実験計画

実験を行 い、着 目した条件を調べ る

学習のふ りかえ りとまとめをす る

-

n乙

3

4

5

6

7

8

9

1Q

科学的な思考の評価場面

計画的に追究する姿

プロセス0～4

0:気 付きや疑問を もっ

ているか

1:条 件に着 目している

か

2:着 目した条件 を調べ

る問題 を作 ってい る

か

3:制 御す る条件 と制御

しない条件を確認 し

ているか

4:条 件 を制御 した実験

計画 を立 てているか

条件 と関係付 けて考察す

る姿 プロセス5～6

5:実 験結果 を条件 と関

係付 けて考えている

か 評価→B

6:新 たな問題について、

条件 を制御 した実験

計画 を立てているか

評価→A
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(3)思 考の プロセスを用 いた評価 と指導の実際(ふ りこ)

①第4時(

プ ロセ ス

一
条件 を制御

す る。

園
実 験 方 法 を

考 え 、 見 通

しを もっ て

実験 計 画 を

立て る。

評価方法 と子 どもの姿

◇学習カー ド ◇発言

lB児 の場創

お も りが重い と1往 復す る時間が遅

くなると予想 し、糸の長 さと振れ幅

は変えず に、3種 類のお も りの重 さ

を変 えて調べ る実験計画を立てた。

lA児 の場合1

指 導 ・支援 ・評価

lC児 の場合1

お も りを重 くす る と1往 復す る時 間

が遅 くなると考えている。お も りの

重 さを変 えた実験 を計画す るが、糸

の長 さや振れ幅 には触れていない。

変 える条件 と変 えない条件に着 目し

て実験計画 を立て ることができたの

でプロセ ス3,4は ク リアできてい

る と判断 した。

ス トソプ ウォ ッチ

尺 ヲン1`'ノ 台 を2つ 用 い て 計 測

わ りは'し/本 の 正 確 性 を高 め よ

糸の長.さ50≪eう と実 験 の 質 の 高

おtりao喜 ま りを め ざ してい

ス甥>2こ る
ので、プ 。セ ス

4を 満 た して い る

と判断 した。

変 えてはいけない条件につ いて助言

した。

同 じ実験 をす る児童の発言 によ り、

変 えない条件 に気付かせ た。

②第7～8時(

評価方法と子どもの姿

◇行動観察 ◇学習カー ド

1灘

指導 ・支 援 ・評 価

計画 に従い条件 を制御 しなが

ら実験 を進 め、結果 を記録 し、

1そ の結果 を条件 と関係付 けて
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剛・匹園 lA児 の場創

新 たな問題 ・1回1回 の 計 測 で、 振れ 幅や ス ト 正確性を追究する実験姿勢が見られ

を見 い だ し、 ップ ウォ ッチを押す タイ ミングに気 た。3っ の実験結果 を統合 した考察

条件 を制御 を配 りなが ら実験 を行 っていた。 を し、 さ らに も う一 つ の課 題 で あ る

した実験計 ・結 果 か ら、 ふ りこが1往 復 す る時 衝突実験 に も意欲 を見せ、条 件を制

画 を立 て る。 間 は糸の長 さによってのみ変化す る 御 した実験計画 を立てたので、プロ

(そ の結 果 こ とを導 き出 し、記 載 した。 セ ス6に 達 した(「 十 分 満 足 で き る

につ い て 条 ・衝突の実験に も興味 を示 した
。 (A)」)と 判 断 した。

件 と関係 付

けて考 察す lc児 の場合1

る 。) ・実験技能が不十分なた めに、計測 数値が違った原因に気付かせ る とと

結果 にば らつ きが見 られた。 もに、大 きく違 うものは再計測 させ

・実験結果か ら、考察す ることがで た。学習問題 を振 り返 らせ 、結果か

きな い。 ら何 が わ か っ た のか 、確 認 させ た。

4成 果 と課 題

O成 果

・条件に着 目し、計画的に追究す る力が身 に付 くまでを段階的 に表 した 『思考 のプロセス』

によ り、今まで 目に見えなか った科学的な思考 をは っき りととらえることができるよ うに

なった。

・『思考のプ ロセス』 を用 いることに よ り
、児童 が どこでっまずいているのかを客観的に見

取ることができるよ うになった。

・『思考のプ ロセス』 と学習 カー ドを対応 させた こ とで
、記入 している内容 を通 して個に応

じなが ら具体的 に分か りやす く指導、支援ができた。

○ 課題

・実際に 『思考のプロセス』 を用いて授業 を行 う中で、プ ロセ ス間0～3,4～6に ついて

は、児童 にとっての思考の段差はそれ ほ どないのだが、「プ ロセス3」 から 「プロセス4」

への過程 には比較的段差があることが分かってきた。 そこで、 プロセ ス4に 対応す る学習

カー ドの4を3つ の段階 に分 けて段差 を小 さくで きるよ う工夫 したが、今後 も検討 したい。

思考のプロセス 臣麺

3.変 える条件 、変えない条件 を確認 しよ う

4実 験計画を立てま しょう。

(D実 験 に使 う物(2)実 験装置

(3)実 験 のや り方

・「天気 の変化」の単元では条件 を制御す る観察が難 しいな ど
、一部 の単元で はプロセ スを

減 らすな どの工夫が必要 とな るため、 さらに検討 してい きたい。

・科学的な思考は
、実験場面の行動 にも表れ る.今 後は科学的な思考が表れ る場面 をさらに

詳 しく分析 していきたい。
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第6学 年分科会

分科会主題

多面的に追究する力を育てるための評価と指導

1児 童 に身に付けさせ たい 「多面的に追究するカ」 とは

本分科会では,「 多面的に追究す る」を 「前学年までに培 った問題解決の資質 ・能力に加え,

事象 となるべく多 くの事柄 を関連づけて,そ れ に対す る見方や考 え方をよ り客観性 の高い妥 当

なものに しようとす る活動」 ととらえた。

閤題解決 の活動 の流れの 中で,「 多面的に追究す る力」を育て るのに最 も適 している と考え

られ る場面を「仮説 を立てる(結 果 を予想 して検証の方法 を見通 し,観 察,実 験の計画 を行 う)

場面」と「観察,実 験によって得 られた結果を考察す る場面」の2つ と考えた。これ らの場面で,

児童が より多 くの経験 ・情報 と関連付 けて事象の性質や 規則性,事 象 と事象 との関連な どを見

いだそ うとすることができれ ば,本 分科会が考 える 「多面的 に追究するカ」が育った と考 える。

そのために、仮説 の場面では、既習事項を想起 させた り、経験不足を補 うための時間(電 磁

石 を使 って自由に活動す るな ど)を 確保 した りすることに した。 実験は児童一人一人の考 えを

大切 に し、多様 な方法 で責任 を もって

取 り組 ませ る。 さ らに結果 につ い ての 問題解決活動 の流れ

情報 交換 を行わせ る こ とに よ り、考 察

場面 で の追究が よ り多 面性 を増す と考

えた。

脚 灘 蝿 決・・㈱ 臆繍 ㈱ 鐘 攣

・観察,実 験によって得 られた

結果について,よ り多 くの経

験 ・情報を関連付けて考察す

る姿

・観察,実 験によって得 られた

結果か ら仮説や観察,実 験 を

振 り返って考察する姿

、
＼/

-

気付 きとより多 くの事柄 を関

連付けなが ら事象 を分析 し,

仮説を立てる姿

多

面

的

な

追

究

考察する

雛議 灘灘
←齢 轟

亨な'rレrl'弔 徽 聾'實 「ち!='毛

観 察 ・実験

玉尊

検証の方法

睾継 礁 霧

結果の予想、

電距}押 「J

振
り
返
り

、

＼

関連付ける

灘 …繍.… ・

仮説をたてる

関連付ける

経
験

・
情

報

○
既
習
事
項
O
生
活
経
験
○
友
達
の
意
見
○
本
・テ
レ
ビ
等

素 朴な(確かめられていない 感覚的 自分だけの)ものの見方や考え方
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2「 多面的に追究する力」 を育てるための評価の方法

(1)「 期待す る児童の姿」 を明確 にす る

指導計画 には,毎 時間の評価 のポイ ン トを 「期待す る児童の姿」 と して明確 に表 した。 「期

待す る児童 の姿」は,そ の時間の学習課題 を追究す るにあたって関連付 けてほ しい見方や考 え

方を示 した もので ある。教師は授業中の児童の行動や発言,ワ ー クシー トへの記録 などに表れ

たものが 「期待す る児童 の姿」に該 当す るか どうかで評価す る とともに,支 援す るこ ともでき

ると考えた。

支援 の方法 として次の ような ものが考 えられ る、

① 見るべ き事象や振 り返 るべき学習内容 な どが想起 できる言葉か け

② 友達 との情報交換 ので きる場 の設定

また,す でに該 当す るものが見 られ る児童 について も,よ り多 くの事柄 と関連 させ て考える

ことがで きるよ う情報交換の場 を設 定す る。

(2)評 価 の場 面を重点化す る

より的確に評価 し,そ の評価 に基づ く支援 を充実 させ るため,評 価 の場面 を重点化 した。重

点化す る場面は,単 元全体の中で,科 学 的な思考を高 めさせたい場面 とした。

具体的 には,「 仮説 を立て,実 験 の方法 を考える場面」と 「実験 の結果か ら考察 をす る場面」

が適切 であると考 えた。

(3)A,Bの 評価規 準を数 量的 に設 定す る

期待 され る児童 の姿を 「得 られ た結果」,「経験 ・情報」の2つ に分類 して具体的 に示 し,

どれ だけの根拠 を持って仮説を立てた り,考 察 した りできるかを評価規準 とした。

仮 説 を 立 て る 場 面 考 察 を す る 場 面

B 「気付 き」 と 「経験 ・情 報」 とを関連 させ,仮 説を立

てる ことができる,

「得 られた結果 」 と 「経験 ・情 報」 とを関連 させ,結

論を導 き出す ことがで きる。

A 複 数の 「気付 き」 と複数 の 「径験 ・情 報」 とを関連 さ

せ,仮 説 を立てることができる。

複数の 「得られた結果jと 複数の 「経験 ・情報jと を

関連させ,結 論を導き出すことができる。

数量的に評価す ることは,評 価 の客観性 が上がるだけでな く,児 童 にも多面的な追究 を促す

こ とにな り,評 価 を指 導に生かすために有効 であると考えた。

「得 られた結果」 と 「情報 ・経験」 とをい くつ関連 づけ られ るかは,単 元や場面 によって違

いがあるので,規 準 となる数量は場面 ごとに設定する。

(4)思 考の流れ が見 えるワー クシー トを活用する

授業中や授 業後 にはワークシー トを評価 に活用す る。そのため,仮 説 を立てた り,考 察を し

た りす る際 には,次 の ことが明 らかにな るよ うにワー クシー トを作成 した。

①仮説や結論に至 った根拠

②友だち と情報交換を した内容
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3実 践事例 「水溶液の性質」

(1)指 導計画(全14時 間)

3種 類の水溶液(食 塩水 ・石灰水 ・炭酸水)に ハーブティー

(マローブルー)を 入れた らみんな違 う色に変わった1

どれ も透明な水溶液なのに、

なぜ違 う色に変わ ったのだ ろう? :第麟i糠

生
活
の
中
の
水
溶
液
を
見
直
そ
う

～
も
の
の
質
羅

匹つ
い
て
の
見
方
や
言
尺
万
～

(2)本 時にお ける評価 と指導の実際

① 本時の学習活動(3/14時 間)

鰍 難 難 護 饗 鱒 一難 獅 …一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ラ腿 天況る…
・き っ と溶 け て い る もの が 違 うん だ よ。 ・この 方 法 で 実 験 す れ ば 、溶 け て い る も の が 取 り出 せ そ うだ。

○ 実験 の結 果 か ら何 が溶 けて い る の か考 え 、発 表 し合 う。
・蒸発 させたら白い粉が出てきたよ。
・でも何も残 らないものがありま した。
・振ったら泡が立ってペ ットボ トルがぱんぱんになった。
ふたを開けたらシュワッといったよ。

・冷や してみても何も出てこなかった。
で も一つだけ温度が低かったよ。

雛肇講 蹴 黙 疑 懸_泥.鍵甥 騨 瞬蕪髄1鳶謝 める・
・蒸発 させたら、初め小さな泡が出 どん どん出て、最後はあま りでなくなった,泡 が溶けていたんだ。
・蒸発 させても何も残 らなかった とい うことは、空気みたいなものが溶けていたんだ。

② 評 価 の方法

科学的なものの見方や考え方

得られた結果

O食 壇水や石灰水は白い粉が

残ったけど、r酸水は何も残

らない。

○炭酸水からは泡がたくさん

出ていた、

O炭 酸水をペットボ トルにい

れてふるとふくらんだ

情報 ・経験

O蒸 発させると溶けていた物が出てくる,

○ 酸索や二醐b炭 棄は目には見えない

○ マローフツレーを入れたときに色が変わった

のだから、水ではない(何かが溶けている)

0魚 は水の中でも呼吸できる(水 の中にも空

気はある)

Q友 達の実験でも炭酸水からは何もでていな

い覧

評価 規準

炭酸水には気体が溶けているので

はないかと推論している。

B 得 られ た 結 果(i)+情 報 ・経 験(1)

A 得 られ た 結 果(1)+情 報 ・経験(≧2)

支援 実験の結果と観察から何が分かるか,

友達の発表も参考にして考えるよう助

言する。
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この児童 は、 自分の実験結果 に合わせ 、違 う実験を行った友達の結果 、また 自分の生活経験

か ら、炭酸水 には 「気体(空 気)」 が溶 けているのではないか と結論を導 き出 している ことが

わかる。観察 ・実験+情 報 ・経験(2つ)で 合計3つ 以 上の視点を関連 させているので、A(十

分満 足できる状況)と 判断で きる。

B児
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この児童は、 自分の実験結果 か ら炭酸水 に何が溶 けてい るかがはっき りしなかったが、友達

との情報交換 か ら得 た実験の結果 と合 わせ て、炭酸水 には 「空気」が溶 けてい るのではないか

と推論 した。観 察 ・実験+情 報 ・経験(1つ)で 合計2つ 以 上の視点を関連 させ ているので、

B(お おむね満 足できる状況)と 判断 できる。

また本等の情報 か ら得た 「炭酸水には二酸化炭素が溶 けてい るんだ」 とい う知識 が ワー クシ

ー トに記入 され ていて も
、 自分の実験結果 と関連 させ て推論 していない児童は、支援 の状況 と

判断 した。 まずは 自分の実験結果か ら言 えることを明確 に し、それ に友達の情報や経験を関連

させ て自分の考 えをまとめるよ う助言 した。
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4実 践事例② 「電流のはたらき」

(1)本 単元で育てる問題解決能力

解 決 能

変 化 の 要因 を多 面的 に追 究 し推 測す る力 条件 が異 な る竿 を利 用 した魚 釣 りゲ ー ム

自分 の 実験 結果 や,友 達 の実 験 結果 か ら ジ グ ソー 学 習 … ホームグループ(4～5人)を 編成し、そ

変化 の要 因 を多 面的 に 考察 で き るカ の中で 各自がいくっかに分かれた問題のうちの1つ を分担する。

条 件 制 御 の 仕 方 を多 面 的 に考 え,よ り実 次に他のグループで同じ問題を担当するものとエキスパー トグル

証性 の 高 い実 験 を計 画す るカ ープを編成し、問題を追究する。その後ホームに戻って学習結果

を各自説明し合う。

(2)本 時 にお け る評 価 と指 導

① 本 時 の学 習 活動(5/13時 間)

○ 前 時 に 自分 で 立 てた 実験 計 画 に そ っ てエ キスパ ー トグル ー プ で 実験 す る
・あまり実験結果に差がみられないな。 ・他に変えてはいけない条件があるのかな。
・友達はどうい う回路を作っているのかな。

○ 友 達 と実験 を見合 い,条 件 の違 い や 自分 の実験 との違 いな どにつ いて 話 し合 う。
・みんなと同じ実験結果だ。 ・僕のだけ結果が変だな?・ 友達の実験の方が結果が明 らかだぞ。
・10回 平均で結果をとっている友達がいるぞ。

○ 友 達 か らの情 報 を元 に よ りよい 実験 計 画 を立て る。
・A君 が教えてくれた条件も取 り入れて新 しく作ってみよう

。
・もっと結果が明 らかになるように直 してみよう。

② 評価 の 方法

・1科 勤 なもの攣 鰺 劉 ・ 評 価規 準

自分や友達の実験の妥当性や

一,二 面の修 此 、添
自分や友達の実験の妥当性や実験計画の1鉦 を考察できる.

㌧ ノ

-「-「

B 得 られた結果(D+情 報経験(1)1得ら雌 剰

ロやっぱり巻き数が多い方が強く

なった。

ロあまり結果 こ謝 現 られな耗

ロもっと多く巻いてみよう。

※導線の巻き数グループの場合

ダ

1欄 ・酬

○ みんなと実験結果が同じだ。(妥当性〕

○ 僕のだけ結果が変だぞ。〔修正)

0友 達はiOO回 巻きと300回 巻きで

結桑が僕より明らかだ,敏 良)

G実 験結果は10回 平均でとるとより1三確に

なるね,僕 験の客観惚

※導線の巻き数グ'レーブの揚合

A 得 られた結果(1)+情 報経験(≧2)

支援 友達の回路と自分の回路との違い、条件

制御の仕方について助言する。

5成 果と課題

○成 果 ・「多面的な追 究」 を関連付 け とい う視点 で とらえ、評 価規準 を具体的 な児童の思考の

姿で示 した。 その結果、授業の中で素早 く評価 し、支援 に生かせ るようになった。

・関連付けさせ たい事柄 を明確 に示 し評価規準 を数値化 した ことで、客観性が高まった。

・思考の流れが見えるワー クシー トを活用す ることで、精度の高い評価 が可能 にな った。

○課題 ・全ての単元で評価規準 を数値化で きるかを検討 す る必要がある。

・自己評価や相互評価 を生か した評価のあ り方 を考えていきたい。
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